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SDGs教育プログラムとしての趣旨
本プログラムは、グローバリゼーションの影響をうける市民社会のあり方

と現代社会が直面する社会問題（戦争、紛争、テロリズム、人種、ジェン
ダー、障がい、社会格差）や環境問題（気候変動、災害、感染症、廃棄物、
人と自然の共存）などを含む様々なテーマについて、文学・表象芸術・舞台
芸術・映像・メディアの言語文化的分析、社会事象の歴史政治的な分析や
フィールドワークなどを通して学び、グローバリゼーションの世界システム
について、学際的な視座から、地域を超えて共に考える機会を提供します。
また、様々な地域や時代の言語文化と社会事情について、文学や表象の分析
を通して内から深く学ぶことにより、私たち個人の生の実現を妨げる様々な
構造的暴力を批判的に検証すると同時に、異なる価値観や思考と共に現代を
生きるためのサステナブルでオルタナティブな社会の可能性を模索し、現代
社会の抱える様々な課題の解決を探求するための広い視野と知の構築、国際
性の涵養を目的とします。
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https://sdgs.osaka-u.ac.jp/education/1227.html


SDGs貢献可能性
文学や芸術を通して、社会的弱者や障がい者、さらには人間以外の種と

いった「他者」の視点で世界を見つめ直すことを学び、また、様々な地域や
時代の言語文化と社会事情をフィールドワークも含めて学ぶことで、私たち
の生きる世界を複眼的に理解し、真の多様性と他者性を孕んだ惑星に共生す
る方途を探究するための広い視座と知を構築することができます。将来、社
会福祉や教育!究、 "#$や"%$、国際機&や'(で)*する学生が、文理を問
+,、本プログラムで-た./を自らの01分野で実2し、様々な現代社会
の課題に3り45、 文化の6共78 に9:することを;します。



<=の地域、あるいは複>の地域の言語文化に?通する教@によって構.さA
る本プログラムは、BCDEから個FG目とリHーIJを含めた K LMNの教@から
なるOPQR的、S域QR的なプログラム として生まA変+りました。本プログ
ラムの複>の構.@は、こAまでにも、学O・T学UのV(WのX外アーティス
Yの ZWい 、「学問Wの[」での学生との共同\(、]^生や_`市民をa象と
したbcI座やdeT学などの生f学gのhの提供、地方自治iやTjT学 kl 世
mnopなどのアqYリーr)動のhでのIs会やワークショtプのcu、T学
vuの!究wx会での "%$・"#$やメディア&y者とのwx、といった様々な)動
をzってきました。{|も本プログラムの}I生にV(のテーマと&~する_`
bcのz事Wの•€を•‚することで、01ƒの5なら,_`市民とのwxの„
で、共に考える「共…」の機会を「共7」Wとつなげること、本プロジェクYで
学んだ本学の学生が社会に†て、自らが‡ˆ者として)*することを;‰します。
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人Šは ‹Œ からT•模な Ž動 を•り•しながら、言語文化と‘’を“.してき

ました。グローブ（地”） は現•、様々な–…の境界—によって˜™らAると同
時に、通ˆšとw通によってつながAていますが、Xを›る人々、œをŽ動する
•ž民などに、国境や境界—はありまŸんでした。{ の世界地¡が\らAる¢
機となったのは、£¤ル¥クスの地動¦ という§¨についての©ªのT«¬の|
に、­®のX®探検ƒたちの「 T¯X 」によって、アメリ°Tœ、アフリ°±²
³、アジア、オ´ア¥ア地域の存•がµーロt¶で©ªさAるようになったから
です。こAらの地域の「‡見」が、 Ž民 や·¸¹º も含めた¹ºの世界的»TW
とつながり、さらに、l¼世mの ½(¾¿ 以Àのグローバルな変化は、世界を_変
さŸました。Á(力やÂ事力をÃÄとした Å代Æ国vJ の»Tにより、Ç­È地
域のÉÊやËÌ力がÍ3さAたÎ面、G学Ï術やÅ代的社会ÐEのÑÒが、世界
Ó地の言語文化や社会構造にTきな変Ôをもたらしました。



概要

lL 世mÎÕから kM世mÖÎまでの Æ国vJ の時代に、社会ÐE、½(、×Ø、

¹º、Â事面でT変化がÙこっただけではなく、地理学、人Š学、民Ú学Ûの学
問!究の‡Üにより、より広Ýで?Þな「 世界観」が\りßげらA、àの知ªが
á\物となって世界„にx通しました。

_方、âã民地がä々にåæを/たした kM世m|Îからは、 çドワード・サ
èード のé オリçンタリズム ê （lëì¼D）によって、世界にx通する「オリçン
Y」©ªが­Èの視点から\りßげらAたものであることがíらかにさA、 îス
Y£ロ¥アル!究 が、âã民地の視点からã民地vJの歴史やàの言語文化的な
影響を批判的に検証し、âã民地にÙけるïたなðーションと文化の“.にñ目
する!究を力òく‰めていきました。 グローバリゼーションによって国ƒや民ó
やô教、さらに°ルrõーやジェンダーのö÷àのものが変Ôしました。また、
kM世m|Î以Àには世界人øのùúにûう üýþÿ とÉÊc‡ の€!化、Â事と
½(による " や#$力 、%&などのG学Ï術のc‡が、 生'( と社会構造にTきな
変化をもたらしました。



概要

kl 世mに生きる私たちは、 気候変動、災害、感染症の»T、廃棄物などの環境

問題、紛争やテロリズム、社会格差の問題など、様々な課題を抱えています。à
して、àA)Aの民óや社会や個人は、 ðーションの*を超えて複+に,5-う
グローバルなðtYワーク のなかで、自らを「vi者」として様々なメディアで
自.‡ˆをしています。

本プログラムは、文学、メディア、芸術による文化表象や社会政治的事象を言
語文化的視点から考/し、àAらの表象や事象を生む世界の様々な言語文化と社
会について深く学ぶことによって、異なる価値や思考にaする共感に01く多様
な社会のあり方を模索し、「他者」と2き-う…像力を養います。 グローバリ
ゼーションの世界システムの構造的暴力を批判的に検証すると同時に、自らが‡
ˆ者となって グローバルなðtYワークの構築の可能性 をc3し、文化のw差点
に生きる私たちのæち45を考えることにより、 サステナブルな社会のあり方を
思考するための]Eな国際性の涵養を目的とします。
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カリキュラム構成
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履修資格・条件、前提知識の目安
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修了要件

前提知識の目安



科目構成

グローバル学方6実g &（78）

sg（多文化共生9）（:„）

超S域文化9;・<（:„）

超S域文化9;・<（:„）

ジェンダー9;・<（:„）

ジェンダー9;・<（:„）

グローバリゼーション9;・<（:„）

言語文化共生9;・<（:„）

言語文化共生9;・<（:„）

言語文化“.9;・<（ :„）

表象文化9;・<（:„）
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科目構成

表象文化9;・<（:„）

言語文化_`wx9;・<（:„）

ab!究;・<（:„）

ab!究;・<（ :„ ）

ab!究;・<（:„）

広域言語文化9 c ; ・<（d面）

広域言語文化9 eJ ;・<（d面）

èfリス言語文化表象9 g ;・<（d面）

アメリ°言語文化表象9 &J;・<（d面）

アメリ°言語文化表象9 h ;・<（d面）
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科目構成
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•‚広$ ƒか

X„…‹† ƒか

‡ˆ‰T

KAŠ

ou‹Œ

アジア言語文化ÉÊ9 &&J;・<（d面）

アジア言語社会構造9 &J;・<（d面）

µーロt¶言語社会構造9 &J;・<（d面）

アジア言語社会動'9 hJ ;・<（d面）

èfリス言語社会動'9 &J;（d面）

現代•Ž政治外w史<•!究（d面）

世界文学・文化9（リHーIJ）（d面）

世界の言語事情（リHーIJ）（d面）

èfリス 文化史IJ（:„）

 本の地域と民ÚIJ（ :„）

人間・環境&y9IJ
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リレー講義担当教員プロフィール
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受講生の声

!"!" 年度に「⼤学院等⾼度副プログラム」を履修した
#$%&%'(&$)*($+&,*%-*&#$%&(./0*（ワン・ヌル・ア
ミラ・ビンティ・ワン・ロスリ）さん（⼤学院⾔語⽂
化研究科博⼠前期課程1年）
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受講生の声
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受講生へのメッセージ
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履修について

]E•プログラムの‘’“”は、 •$%"からzってください。プログラムWの–—
“”と構.G目の‘’“”の˜方が™šです。本プログラムの–—“”は、q›
学œと•ž学œの •$%"–—“”時œに可能です。

]E •プログラム「世界の言語文化とグローバリゼーション」の •$%"サèYはŸ
 の ¡B¢から見らAます。G目Nのリンクをクリtクすると、シラバスを£¤でき
ます。
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ÓV(の|¥に]E•プログラムの‘’についても¦§教@からHèダンスがあ
ります。







世界の⾔語⽂化とグローバリゼーション

!"#$%&'()*+,!- &#$%&./01234$%&5

9:;<=>?@ABCDEFGH@GIJDEKLMNOP
TEL= 06-6850-5856
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